
　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 通信会社（社員） ・地上デジタル放送の認知度が少しずつ上がってきている。
それに伴って問い合わせや加入申込も増えてきていることか
ら、先行きに期待できる。

遊園地（経営者） ・夏の集客対策としてプールを新設したため、来客数の増加
が見込める。

その他レジャー施設
［イベントホール］
（職員）

・予約状況からみると、これから先は恒例の催しや新規の催
しを含め、様々な催し物が目白押しである。

やや良くなる 商店街（代表者） ・依然として、単価の安い商品を中心に売れているが、その
ようななかでもにぎわいが出て、雰囲気が良くなってきてい
ることから、先行きに期待できる。

一般小売店［衣服］
（経営者）

・客の様子からみると、慎重な買い方ではあるが、少し高い
商品も売れるようになってきたことから、先行きに期待が持
てる。

衣料品専門店（営業・
販売担当）

・例年は８月、９月頃に受注する秋物オーダースーツの問い
合わせが、早くも入ってきていることから、先行きに期待で
きる。

家電量販店（店長） ・前年のオリンピック特需による反動は、大型テレビのイン
チアップでカバーできる。

乗用車販売店（経営
者）

・製造業を中心とした好決算で夏のボーナスに良い影響が出
ており、お盆明けぐらいまでは売上は伸びる。

住関連専門店（経営
者）

・夏物商品に品切れが出始めており、不安材料となっている
ものの、引き続き夏物商品、ネット通販部門が順調に推移す
る。

高級レストラン（支配
人）

・月半ばから販売量が安定しているなど、回復の兆しがみら
れることから、今後は観光客も増える。

旅行代理店（店長） ・今後夏休みを利用した愛知万博への動きが活発になり、そ
れに伴って旅行需要も増加する。

旅行代理店（広報担
当）

・９月の対前年比が、国内旅行147％、海外旅行103％と好調
であり、来店する客からの先行受注状況も好調である。

通信会社（経営者） ・この春の需要が非常に少ないので、その分の需要が夏に発
生する。

美容室（店員） ・メニュー開発が進んでおり、来客数は昨年より増えている
ことから、先行きに期待が持てる。

その他サービス［生命
保険］（営業担当）

・６月はボーナス月であり、積極的に各種商品の購入を勧め
た結果が、今後徐々に出てくる。

住宅販売会社（経営
者）

・原油高と中国での建築ラッシュの影響による建材の値上が
りが足を引っ張る可能性もあるものの、不動産の流通状況が
改善していることから、先行きに期待される。

変わらない 一般小売店［衣服］
（経営者）

・来客数の回復傾向及び近年の買い控えの反動で、売上が今
夏は微増となる。

一般小売店［野菜］
（店長）

・飲食業の取引先では来客数が減っていることから、今後も
期待が薄い。

百貨店（売場主任） ・京都地区の百貨店全体の売上をみると、３月以降はトータ
ルでマイナス傾向が続いていることから、今後も良くなる兆
しはない。

百貨店（売場主任） ・近隣にマンションが増え、都心に人口が増える傾向にある
ほか、この秋に改装予定があるので期待できる要素もある
が、競争が激化しており、改装の効果が十分には期待できな
い。

百貨店（売場主任） ・ギフトに関しては全体的に需要が減っているものの、単品
やこだわりのあるギフトは少し上向きなので、全体として変
化はない。

百貨店（企画担当） ・競合店の再オープンにより地域全体の集客効果は見込める
ものの、限られた売上の奪い合いが激しくなる。

百貨店（営業担当） ・業界内の競争は更に激しくなるが、地域が活性化して百貨
店がマスコミに注目されることで来客数が増える。

百貨店（営業担当） ・まとまった商材で特に目立った引き合いがないため、今後
とも現状維持の見込みである。

百貨店（統括） ・夏のシーズン商品の動向が今一つで、バーゲンセール商品
も同じような動きをするものと予想される。

百貨店（サービス担
当）

・空梅雨や原油高騰などで野菜や米などの主食の値上りが懸
念されるが、下期に向けたフロア改装によるクリアランス
バーゲンの強化により、全体的に前年売上の確保はできる。

家計
動向
関連



スーパー（経営者） ・農産物の相場安が、今度は一転して水不足などで高値に転
じる傾向となりそうである。生鮮品の急激な相場の乱れは、
今までの傾向から消費意欲の減退につながる可能性が高い。

スーパー（店長） ・天候の影響で農産物の相場が低めで推移する見込みであ
り、食品は苦戦が続きそうである。

衣料品専門店（経営
者）

・ボーナス時期で多少の販売量が見込まれるが、これといっ
た商品が少ないため、先行きは厳しい。

家電量販店（企画担
当）

・今年は昨年のような効果もなく、天候に左右されながら商
品を絞り込むしかないが、エアコンは堅調に推移しそうであ
る。

乗用車販売店（営業担
当）

・販売台数は今後も対前年比プラス20％程度で推移する。

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・厳しい暑さが続いており、殺虫剤やビタミン剤が売れてい
るが、単価が低く数量も少ないことから、厳しい状況が続
く。

その他専門店［宝石］
（経営者）

・８か月前から客のターゲットを絞り込んできたが、今月に
なってようやく実を結んできており、手ごたえを感じている
ことから、先行きにも期待できる。

その他専門店［医薬
品］（店員）

・新製品に変わる商品が随時出てきているので、今後はその
動きが出てくる。

一般レストラン（ス
タッフ）

・若干単価は上がっているが、来客数の伸びがみられないの
で、この先も大きな変化はみられない。むしろ来客数が減
り、単価も下がっていくという傾向もあり得る。

観光型旅館（団体役
員）

・愛知万博による地域間競争が激化していることから、今後
も厳しい状況が続く。

都市型ホテル（役員） ・少子化などによる婚礼の減少や、列車の脱線事故による自
粛ムード、愛知万博の影響など、上向きの要素がない。

都市型ホテル（営業担
当）

・宿泊に関しては、７月は個人旅行がある程度動いている
が、８月以降の動きがあまりない。愛知万博の影響で夏休み
期間の個人旅行客の入り込み減少が危惧される。また、宴会
に関しても、婚礼が７月以降は減少傾向で、一般宴会の予約
状況も依然として悪いことから、先行きも厳しい状況であ
る。

旅行代理店（経営者） ・今後も愛知万博の話題が中心になると思われるが、関西か
らは日帰り中心で、他の旅行にはむしろマイナスの影響が予
想される。

タクシー運転手 ・ボーナスシーズンであり、また夏場の暑い時期でもあるた
めにタクシーの利用が増えてほしいという希望はあるが、客
が節約できるところは節約するという傾向のため、現実は厳
しいとみている。

観光名所（経理担当） ・５月に続いて今月も来客数、販売量ともに悪い状況が続い
ており、例年に比べてこの時期にみられるＰＴＡのグループ
や婦人会のグループの数が少ない。やはり愛知万博の影響が
かなり大きいとみていることから、先行きの見通しも厳し
い。

その他レジャー施設
［球場］（経理担当）

・プロ野球の交流戦も終わり、今年の夏休み期間は球団合併
の影響で試合数が半減したため、例年の来客数は見込めな
い。しかし、８月、９月に人気グループのコンサートが５日
間開催されるため、来客数の増加に期待している。

住宅販売会社（経営
者）

・市内中心部ではミニバブル的に一時的な地価の上昇がみら
れるが、最終消費者へ高値で売却されているかどうかは不明
である。業者間での取引事例にとどまっている場合は実需と
はいえないので、業界では様子をみているという状態であ
る。しばらくはこの状態が続くものとみている。

住宅販売会社（従業
員）

・投資用不動産の収益性の指標であるキャップレートが５％
を切る取引事例が大阪圏でも出てきており、市場がミニバブ
ル化していることから、先行きにも期待できる。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・暑い日が続き、夏物に期待したが客が少ない。商店街のポ
イントカード需要も前年比で20％低下したことから、先行き
は非常に厳しい。

百貨店（売場主任） ・少子高齢化がすぐに影響する売場ということもあり、社会
的な負担増が徐々に売上に歯止めをかけつつある。金額面だ
けでなく、期待感などの付加価値が低い物は切り捨てられて
いく。

百貨店（売場主任） ・残暑、梅雨明けの遅れ、台風などの要因により来客数が伸
び悩むと予想される。また９月には心斎橋に百貨店が再オー
プンすることで、顧客の流出が予想される。



スーパー（店長） ・近隣に大型店の出店予定があり、安売りをすると思われる
ので、かなり厳しくなる。

コンビニ（経営者） ・市場全体が飽和状態のなかで近隣での競争が続いており、
今後も値引きなどの消耗戦が予想される。しかし値引きセー
ルは一時的な効果しかなく、競合店舗数が減らない限り、売
上好転の要素は見当たらない。

観光型ホテル（経営
者）

・７月、８月の予約状況をみても、６月だけが一時的に良
かったということが分かる。特に夏休みの家族旅行がかなり
愛知万博に向いているのか、８月の予約状況は対前年比でみ
ても極端に悪い状況である。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・夏休みにかけて個人観光客が動く時期であるが、旅行代理
店も愛知万博へのシフトにより近畿圏への集客は見込みが薄
い。宴会関係も前年維持が精一杯の状態である。

タクシー運転手 ・京都市内では、夏場は観光客が減少するほか、最近では夜
間もバスや電車を利用している人が多いことから、先行きの
見通しは厳しい。

競輪場（職員） ・競輪の開催日程、レースの格、競合状況などから単純な比
較はできないが、入場者の減少、購買単価の低下に伴う車券
売上額の減少傾向に変化はなく、増加に転ずる明るい兆しが
感じられない状況にある。

悪くなる 商店街（代表者） ・ボーナスシーズンに入るが、地元産業が不振のため期待で
きず、売上も伸びない。

一般小売店［衣服］
（経営者）

・衣料関係は夏場が閑散期であるのに加えて、今年の空梅雨
の猛暑という状態では、来客数の減る可能性がかなり高い。

百貨店（店長） ・周りの商店街ではシャッターが閉まっている店も多いな
ど、町に元気がないことから、この状況が続くものと思われ
る。

良くなる 化学工業（経営者） ・営業戦略を見直したほか、製造部でもレイアウト変更やシ
ステム変更による品質強化策を講じた結果、顧客からの信頼
が上がり、問い合わせも増えてきたことから、先行きに期待
できる。

金属製品製造業（管理
担当）

・超大型物件から単発物件まで見積依頼件数が増えてきてい
る。企業の設備投資も増えてきている。

やや良くなる 木材木製品製造業（経
営者）

・既存の事業で単価の低下があるかもしれないが、新規事業
での売上増が見込める。

金属製品製造業（総務
担当）

・生産面においてはフル操業に近い状態になりつつある。今
後は設計技術者などの人材確保が課題になる。

一般機械器具製造業
（経営者）

・ここ数か月以内に受注にこぎつけられそうなプロジェクト
がいくつかあるので、これらの成果を期待している。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・原子力発電所関連の受注が増えてきたことから、先行きに
期待が持てる。

建設業（営業担当） ・企業の決算報告が完了し、業績が回復した企業による投資
予算が増加することを期待している。市内中心部の不動産へ
の投資指向が高まり、取引価格が高騰している感がある。
・一方、暫定利用で時間貸し駐車場を経営している地主は、
新規投資を行わず、コストのかからない現状の駐車場を維持
するなど、全体的に慎重な傾向にある。

輸送業（営業担当） ・固定客の大手荷主の注文は今までが悪かったため、これか
らは少しずつ上向きに向かう。

金融業（営業担当） ・自動車部品製造業や高級婦人服製造業のほか、瓶、プラス
チック卸売業、建築業などの取引先は、今後も順調に推移す
る。

不動産業（経営者） ・大阪の中心部に限っては、飲食店舗の出店意欲がおう盛で
あり、住宅も持家指向が強まる。

不動産業（営業担当） ・引き続きマンションの賃貸、売買ともにニーズは拡大して
いく。ただ、貸事務所や自社ビル用地のニーズは少ないまま
であり、将来的にもそのままではないかと予想されるため、
先行きについてはやや明るさがみえる程度である。

変わらない 食料品製造業（従業
員）

・売上の微増傾向は続くが、大きな増加にはならない。業界
で大きな詐欺事件があり、大手企業に会社更生法が適用され
たが、同社への支援企業もあることから、供給不足になるな
どの大きな変化はない。

食料品製造業（営業担
当）

・現在は空梅雨で暑さも厳しいことから、この状況が続けば
飲料やエアコンの需要は伸びるが、その半面で水不足が深刻
化すれば、心理的にはマイナスに作用する。

繊維工業（総務担当） ・この夏の売上次第で秋口の売上が変化するが、定番の催し
だけの得意先が多く、あまり期待できない。

企業
動向
関連



パルプ・紙・紙加工品
製造業（経営者）

・これから夏に向けて飲料などの受注量は増加するが、季節
要因以外の受注につながる商談がない。ここにきて一段と関
東圏との格差が広がっている。

金属製品製造業（経営
者）

・材料や資材の値上がり分を転嫁できる、日本でしか製造で
きない自動車部品などの製品と、転嫁できない日本以外でも
製造できる製品の格差が、製品単価および販売量で大きく出
始めていることから、先行きの見通しについても厳しい。

一般機械器具製造業
（経営者）

・既に年内の受注が確定しており、注文変更などがない限
り、現在のフル操業が続く予定である。

電気機械器具製造業
（宣伝担当）

・薄型テレビの価格下落が懸念されるが、それをカバーする
荷動きが期待される。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・家電照明の分野において、売場活性化の効果が出始めてい
るので、今後しばらくは今月並みの業績が期待できそうであ
る。

建設業（経営者） ・今後も厳しい価格競争が続くと考えられるが、原油高騰が
建設資材価格にどの程度反映されるかが不安材料である。

金融業（支店長） ・鋼材価格などの値上がりやいろいろな諸経費が吸収できず
に、廃業に追い込まれる企業が多いことから、先行きの見通
しも厳しい。

不動産業（経営者） ・分譲マンション、建売住宅用地の取得意欲はおう盛であ
り、取得価格も上昇傾向にあるが、再販価格に転嫁しにくい
状況が続いていることから、厳しい状況が続く。

広告代理店（営業担
当）

・５月、６月の広告量は前年比100％で推移しているため、
今後も変わらない。

司法書士 ・不動産の動きは多少あったが、会社の解散などの後ろ向き
な案件もいくつかあったことから、今後も状況は変わらな
い。

その他サービス業［イ
ベント企画］ （経営
者）

・取引先のイベント展開について、以前より積極性がみられ
るようになったことから、先行きにも期待できる。

その他非製造業［機械
器具卸］（経営者）

・値上げが定着して商品の動きが悪くなり、その状態で落ち
着いてきたことから、厳しい状況が続く。

やや悪くなる 繊維工業（団体職員） ・受注量の回復感がないうえに、原油高騰によるコスト増加
が外注加工費や資材価格などに徐々にみられることから、先
行きの見通しは厳しい。

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・受注量の落ち込みとともに、先行きの受注状況が非常に悪
く、間際になってから受注が入ってくる状況なので、先行き
は悪くなる。

輸送業（営業所長） ・見積依頼や情報が少なく、先行きがみえない現状である。
また７月からは燃料の値上げが再度あることから、利益が圧
迫される。

経営コンサルタント ・３か月後の受注状況は少し悪化しており、持ち直すかどう
かの見通しは暗い。

悪くなる 通信業（営業担当） ・客へのフォローが手薄になり、既存顧客の解約が進むこと
が予想される。

良くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・求人数が急激に増加しつつあり、大口の発注も絶えない。
派遣料金も底打ちし、安定してきている。ただし、優秀な人
材が不足しつつあり、今後は若年層の人材難が予想される。

やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・金融機関で正社員から派遣社員への切り替えが一巡すれ
ば、求人要請は落ち着くが、合併の受け皿会社では求人要請
がおう盛である。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・２か月前と比較すると、求人募集は若干増えてきている。
決して好調とはいえないが、徐々に回復基調にある。

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・生損保などの金融関係の事務パート募集の増加傾向がみら
れる。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・地元からの新聞広告出稿も堅調な動きであり、紙面に対す
る広告の充足率も、前年に比べて手応えを感じていることか
ら、先行きに期待できる。

職業安定所（職員） ・６月は、夏季レジャーや夏季商戦に向けた従業員の求人が
食品製造、小売業、飲食店、及び警備業から出された。臨時
求人を含んだこういった求人が全体の求人数を押し上げてい
るほか、製造業についても求人事業所数の増加がみられるな
ど、中小企業の生産活動が多少活発になってきていることか
ら、先行きに期待できる。

雇用
関連



職業安定所（職員） ・新規求職者数はやや減少幅が縮小し、なかでも在職中の求
職者が若干増加している。これは、転職を考えている人が求
職活動をしやすい状況になっているためであることから、悪
化の要因とは考えにくい。一方で、新規求人の伸びには陰り
がみえず、今後も企業の求人意欲は高いものとみられる。

民間職業紹介機関（職
員）

・昨年後半の風水害や震災の復旧工事に関連する求人が少し
出始めているが、今後もう少し出てくる。

学校［大学］（就職担
当）

・企業の採用意欲は一段と高まっている。中小零細企業のみ
ならず、大手、一部上場企業においても採用活動を継続して
いる企業が多くみられ、現在においても採用予定数を充足で
きていない様子であることから、先行きに期待できる。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・求人数は微増を続けているが、以前のような大口の求人は
少なくなっており、少数の追加要員や小口の新規求人がほと
んどであることから、大きな増加はないものとみられる。

職業安定所（職員） ・卸、小売業で求人活動が上向いてきているものの、製造業
では一層の原材料の高騰による業績悪化の懸念から求人活動
が停滞しているため、全体的には変化はない。

職業安定所（職員） ・有効求職者数の対前年比が25か月連続で減少しているが、
その減少割合が徐々に小さくなってきた。しかし、有効求人
数は２けたを超える割合で増加していることから、今後もこ
の状況が続く。

職業安定所（職員） ・新規求人数は対前年比で１けたの増加が続いていたが、今
月はマイナスに転じた。また、先月は対前年比でプラスと
なった新規求職者数は、今月再びマイナスとなった。一進一
退の動きとなっており、ここしばらくは動きを注視する必要
がある。

職業安定所（職員） ・各業界単位の求人の増加は継続しているが、求人条件の引
上げが求人充足のために必要となっている。今後も求人の増
加が予想されるなかで、これに企業が耐えられるかどうかの
判断を迫られる時期が近づいている。

やや悪くなる － －
悪くなる － －


